
令和 6年 4月 8日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

【活動の様子の写真】

8名

＜目的＞

【地域連携活動のねらい】

【地域にとってのメリット】

【対象者にとってのメリット】

【実施した結果】

【得られた成果】 【活動内容の追加コメント】

皆が意見を言えるミーティングやチームプレイができた。

【課題点】

【連携した結果に対する意見または評価】

【今後の連携強化に向けた課題】

住　所 福岡市中央区高砂1-24-26 C-WEDGE301 管理者名 川本 博文

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 シェアスマイル 事業所番号 4010800623

連携先企業名 CORDUROY café（コーデュロイカフェ） 担当者名 岡 清文

電話番号 092-531-1950 対象年度 令和５年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

【活動場所】
・福岡PARCO３F・木の葉モール橋本

・HIGTID STORE FUKUOKA AIRPORT

【実施日程】

・福岡PARCO（2023年7月1日～8月31日）

・木の葉モール橋本（2023年7月15日～7月23日）

・HIGTID STORE FUKUOKA AIRPORT（2023年7月1日～8月31日）

【実施した生産活動・施設外就労の概要】

・福岡Tシャツマーケット参加

・Tシャツ（企画、デザイン、作成、梱包、販売）

発注時のサイズ展開を確立させる。

今回のイベントは、コロナウイルスも収まり客足が伸びる結果となりました。

売り上げも、予想より上回り追加オーダーの対応に苦労しました。

ティーシャツ業者との折衝も含め活動は忙しくなりましたが良い経験でした。

今年は、コロナウイルス収束後のイベントとなりました。、観光客の客足も伸び全体的に売り上げもアップし盛り上がる結果となりました。

障がい福祉サービス（シェアスマイル）との連携は４年目となります。

今回も、シェアスマイルさんから、他参加（福祉）事業所の紹介を頂き活動の幅も広がる感じがしました。

デザイン力の向上や行動力（デリバリー体制）に関して大変良い評価をしたいと思います。

今年は、コロナウイルスも収まり良い結果となりました。

これからは、イベントも増えていくと思います。

収益が増えれば障がい福祉サービスでの活動も充実すると考えています。

これからも、障がいを持った方々の活動を応援していきたいと思います。

【利用者数】　

地域の企業やお住いの方と、イベントを通して社会性やコミュニケーション能力向

上を目的とする。

「福岡を楽しく盛り上げよう」をテーマに、地元企業様とのコラボなどを通して

もっと福岡の皆様に知っていただき、「地元愛を盛り上げる」、福岡に根ざしたイ

ベントです。

商品を作成（企画、デザイン、作成）、販売（接客等）する中で実践での訓練を体

感できる。

①イベントを通して流通の実務を学んだ。②オリジナルデザインが増えた。

様式１

福岡PARCO 木の葉モール橋本

シェアスマイル オリジナルTシャツ
HIGTID STORE 

FUKUOKA AIRPORT


